
◇MR2150を用いることで、低コストで実用的な測定精度の試験環境を簡単に実現

［アプリケーション　～*Application*～］

［ソリューション　～*Solution*～］

【Keyword】

端子雑音

雑音端子電圧

伝導エミッション

伝導EMI

Conducted Emission

［システム構成・価格　～*System constitution＆Price*～］

<構成例> ご要望に沿った試験システムを提案します。

１．シグナルアナライザ [MSA538E] ×１

２．LISN [MPW201B] ×１

３．EMI測定用PCソフトウェア[MAS530] ×１

４．ノイズカットトランス/安定化電源装置 ×１

５．グランドプレーン ×１

６．非導電性テーブル ×１

７．磁界プローブ[CP-2SA] ×１

８．磁界プローブ[MMP500] ×１

９．DC電子負荷 ×１

１０．その他（制御PC、各種ケーブル,アダプタ等）

合計価格（税抜き） ～

※詳細は弊社営業担当までお問合せ下さい。 ※仕様・形状は、事前の断りなしに変更されることがあります。

¥1,730,000

OPTION

¥889,000

¥250,000

¥98,000

OPTION

OPTION

MR2150（スペクトラム/シグナルアナライザ、LISN、PCソフトウェア）は伝導性EMI試験のプリコンプライアンス用システムです。
正規EMCサイトで行う本試験の前に本システムを使ってデバッグ評価をすることで、開発コストを大幅に削減できます。

OPTION

OPTION

¥338,000

¥155,000
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荷

LISNの接続により生じる漏洩電流を遮断。

また必要に応じて変圧（商用AC100V→ AC240V）。

安定化電源装置では、さらに電源の電圧/周波数

可変機能(CVCF)によりEMI特性への影響を分析。

EUTから見た電源ラインの

インピーダンスを一定に。

トランジェントリミッタ内蔵。

被試験装置

最大ノイズが発生するよ

うにEUTを動作させるこ

とがCISPRで要求されて

いるため、例えばEUTか

ら強制的に定格電流を

引く。

グランドプレーンから一定距

離のEUT設置をCISPRで要求
測定基準電位

シグナルアナライザ

に接続することで、

EUTにおけるノイズ源

/伝播経路分析等の

デバッグが可能

ハンディ型のため、コン

パクトな試験環境作りに

大きく貢献

LISNやケーブルの挿入損失を補正。

自動シーケンス測定による試験の効率化。

伝導性EMI試験環境のイメージ(例)
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